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《
日
本
研
究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③
》

ア
イ
ヌ
近
・
現
代
思
想
史
の
包
括
的
研
究

マ
ー
ク
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

本
研
究
は
、
科
研
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
平
成

二
六
年
～
平
成
二
七
年
「
ア
イ
ヌ
近
現
代
思

想
史
の
構
築
―
近
代
性
を
軸
と
す
る
歴
史

的
・
理
論
的
研
究
」（
若
手
研
究
Ｂ
）
の
成

果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
そ
れ
を
進
化
さ
せ
、

完
成
す
る
も
の
と
す
る
。
同
研
究
は
、
下
記

の
三
点
を
考
慮
の
軸
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
民
族

の
近
・
現
代
思
想
史
の
全
体
像
に
迫
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
。
①
近
・
現
代
に
お
け
る
ア

イ
ヌ
思
想
史
の
系
譜
構
築
の
必
要
性
、
②
ア

イ
ヌ
近
・
現
代
思
想
史
の
日
本
思
想
史
研
究

上
の
意
義
、
③
世
界
規
模
の
社
会
的
か
つ
歴

史
的
、
ま
た
は
哲
学
的
な
思
想
課
題
と
し
て

の
ア
イ
ヌ
近
・
現
代
思
想
史
。
同
研
究
の
当

初
の
目
的
で
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
近
・
現
代
思
想

史
を
め
ぐ
る
一
冊
分
の
本
の
出
版
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
研
究
代
表

者
は
同
研
究
が
引
き
続
き
現
在
進
行
中
の
も

の
と
考
え
て
お
り
、
本
研
究
で
は
進
展
さ
せ

て
い
く
。

本
研
究
で
は
、
拙
著
論
文
「『
人
間
と
呼

ば
れ
る
も
の
へ
の
抗
排
で
あ
る
よ
う
に
』
―

佐
々
木
昌
雄
と
ア
イ
ヌ
近
・
現
代
思
想
史
に

お
け
る
贖
い
の
政
治
」
の
続
編
で
も
あ
り
、

準
備
中
の
論
文
「『
あ
と
は
人
間
の
問
題
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
―
平
村
芳
美
と
世

界
先
住
民
族
運
動
模
索
期
に
お
け
る
反
差
別

精
神
」
を
完
成
し
、
引
き
続
き
近
・
現
代
に

お
け
る
ア
イ
ヌ
思
想
史
の
系
譜
構
築
の
た
め

に
、
な
る
べ
く
多
種
多
様
な
文
脈
に
お
い
て

活
躍
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
の
著
作
の
基
礎
的
整

備
と
再
検
討
作
業
を
中
心
に
研
究
を
進
め
て

い
く
。
上
記
の
準
備
中
の
論
文
の
中
心
人
物

で
あ
る
土
橋
（
旧
姓
平
村
）
芳
美
氏
は
二
〇

一
七
年
三
月
に
『
痛
み
の
ペ
ン
リ
ウ
ク
―
囚

わ
れ
の
ア
イ
ヌ
遺
骨
』（
草
風
館
）
と
い
う

本
を
緊
急
出
版
し
、
お
よ
そ
三
〇
年
ぶ
り
に

執
筆
活
動
を
再
開
し
て
い
る
。
社
会
問
題
化

し
た
ア
イ
ヌ
遺
骨
返
還
問
題
に
お
け
る
こ
の

著
作
の
意
義
、
か
つ
て
の
土
橋
氏
の
活
動
と

の
関
係
や
そ
の
位
置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
ア
イ
ヌ

の
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
時
体
験
の
証
言
者

の
著
作
を
ま
と
め
て
検
討
す
る
作
業
を
行

い
、
ア
イ
ヌ
近
・
現
代
思
想
史
に
お
け
る
究

極
な
近
代
経
験
と
し
て
の
戦
争
体
験
の
持
つ

意
味
を
模
索
す
る
論
文
、
一
九
九
〇
年
代
以

降
の
ア
イ
ヌ
の
歴
史
を
め
ぐ
る
歴
史
修
正
主

義
の
旗
振
り
役
を
務
め
た
文
化
人
類
学
者
の

河
野
本
道
に
つ
い
て
の
論
文
も
現
在
準
備
中

で
あ
る
。
本
紀
要
に
、「
分タ

ク
ソ
ノ
ミ
ス
ト

類
学
者
：
河
野

本
道
の
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
論
（
上
）」
を
そ

の
第
一
部
と
し
て
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
含
め
て
、
本
研
究
で
は
、
ア
イ
ヌ
近
・
現

代
思
想
史
を
め
ぐ
る
一
冊
の
著
作
を
ま
と
め

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。


